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今期の委員長は　下記の皆様です。よろしくお願いいたします。
広報企画委員長 佐々木　雄一 氏
技術委員長 四谷　　明治　氏
事業委員長 西濱　　克也　氏　
総務委員長 小坂　　佳史　氏
構造ﾚﾋﾞｭｰ委員長 金榮　　素夫　氏　
道東サテライト運営委員長　　　
道北サテライト運営委員長
支部建築構造展実行委員長

札幌支部総会報告

　5月16日(水）札幌テレビ塔２階にて、２００７年度Ｊ
ＳＣＡ北海道支部 通常総会が開催されました。
　2007年度　通常総会の資料につきましてはメーリ
ングリスト･郵送によって配布されておりますので、
詳細につきましてはそちらをご覧ください。

岡田　　隆　　 氏

吉岡　　尊志　氏

千田　憲雄　氏
牛田　健一　氏
高橋　孝幸　氏

高松　圭　 　氏
藤島　良一　氏
島田　知典　氏

 今年は役員改選の年度となります。今期の幹事・監査は下記の皆様です。
よろしくお願いいたします。

工藤　孝志　氏

二瓶　誠一　氏
岡田　隆 　　氏

千田　　憲雄　氏

支部長挨拶

題 　 字     弦 巻 　 靖 　 氏
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鋼板内蔵ｺﾝｸﾘｰﾄ耐震補強工法　施工見学会報告

新技術委員長ご挨拶　　四谷　明治　氏

ピタコラムの詳細につきましては、ピタコラム工法協会
ＨＰ、ＵＲＬ：http://www.pita-kyoukai.jp
をご覧ください

　今期から技術委員会の委員長を、仰せ付かりました㈱構建設計事務所の四谷でございます。今
構造設計関係者にとって、大変な時期を迎えております。今年は法改正により適合判定機関が設
立され、その対応に追われる日々が続いています。今後混乱した時期が続くのではと懸念しており
ます。そんな中ＪＳＣＡ北海道支部技術委員会として、皆様のお役に立つような活動が出来ればと
思っておりますので、皆様のご協力とご指導を宜しくお願いしたいと思います。

　6月5日に、（社）北海道建築技術協会との共催による、北海道交運事業協同組合交運ビルの施
工見学会が開催されました。

　今回、採用されているピタコラムは、外壁に取り付ける居ながらにしての耐震補強ということもあ
り、概要説明と質疑応答の会場はビルの室内で開催されました。

伊藤組土建㈱設計部　構造設計課　宮城正弘様はじめ、
株式会社ピタコラムの皆様お忙しい中、見学会のお世話
ありがとうございました。



＜道北サテライト＞

＜道北サテライト＞　２月１７日（土）・開催地：旭川市

　（左上）小坂、水上、佐藤、吉岡、大川向、竹中、高田、浅野目

　（左下）片岸、千田、羽沢、国松、渡辺、佐々木

去る２月17日旭川市におきまして道北サテライト開きを行いましたことを支部会員の皆様に報告いたします。
昨年末に支部から道北サテライトを開設するにあたり、準備するよう仰せつかり、日程もまだ先の話しと気軽
に引き受けましたところ、私事 交通事故に遭い休んでいる間に１月もあっという間に過ぎてしまい、あまり準
備もできずに事が進んでしまった感じでした。　羽沢支部長、吉岡前支部長が本部との長い折衝のおかげを
もちまして今回 道北サテライト・道東サテライトと 日ごろ支部主催関係行事から遠い存在の地域に かような
サテライト組織を作られたことは私たち遠方のものにとりまして大変意義深いものでありますし、支部との距離
が近まった感じがいたします。当日は道北サテライト会員10名のうち、稚内の佐々木さんや北見の竹中さんも
駆けつけていただき、９名の方々の出席と 支部から羽沢支部長はじめ吉岡前支部長・小坂総務委員長・浅
野目幹事・事務局の高田さんの５名が札幌からおいでいただきまして合計14名の方々が３時間半 近況報告
など座談会形式で歓談いたしました。日ごろこのような交流の機会が少なく、なかなか一同ではお目にかかれ
ない方々ですのであっという間の３時間半でしたが このような場ができましたこの機会に この道北サテライト
を通して支部の各種の情報だけでなく 道東サテライトの方々との情報なども交換できればと願うものでありま
す。                                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   道北サテライト運営委員長　　千田憲雄



＜道東サテライト＞

＜道東サテライト＞　２月２４日（土）・開催地：帯広市
　（左上）小坂、高橋、馬場、花田、坂下、山岡、鈴木、澤木
　（左下）高田、岡田、西濱、羽沢、藤島

道北・道東サテライト開きの報告

この度役員会で道北サテライト、道東サテライトの設置が承認され、サテライト開きがありましたので、その時
の報告と、道東サテライトの紹介を致します。
道東サテライトの範囲は十勝、釧路、根室支庁ということになります。現在会員がいるのは、十勝（帯広）と釧
路です。会員数としては、帯広５名、釧路５名に加え、帯広、釧路でそれぞれ１人づつ入会が決まっております
ので６人づつの１２人となります。会員の多くは個人の設計事務所です。サテライトは、道東サテライト運営委
員会として運営することになり、委員長として現在支部の幹事として帯広より参加していました、私、岡田がご
指名いただき就任することとなりました。私のところも私を含め、所員３名の構造設計専門の設計事務所で
す。副委員長には釧路の花田さんに引き受けてもらいました。
サテライト開きは２月２４日帯広で開催され、帯広から５名、釧路より３名、札幌から支部役員として５名の１３
名が参加しました。はじめに支部長から、サテライトを設置した経緯、最近の建築基準法、士法など構造に関
る話題をお話いただき、その後、支部役員より支部活動の概要をお話いただきました。今年は特に支部創立
２５周年でもあり、記念式典、構造展も開催され、それらについての説明もありました。
その後、会食を伴いながらの懇談に入りました。実務上の疑問点、今後どうなるのか等、最近の仕事に関る
話題について話されました。
札幌での講習会等で会ったことがある人もいますが、地元で集まる機会もなく、それぞれが初対面の人が殆
んどでした。今後の道東サテライト会員相互の懇親を深めるためにもこのような会合や、できれば他の会と連
携した講習会等を年１～２回開催できたらと思います。      　　　　　道東サテライト運営委員長　　　岡田　隆



総務委員長　小坂佳史

地元会員同士はもとより、支部役員一部の方ではではありましたが共々顔を合わせる事ができました。今後
はこれを機会に支部の方へ問い合わせや要請等ありましたら、気軽に連絡して頂ただければと思っておりま
す。稚内・北見・釧路と遠くから出席、両サテライト開きで会員２０名の内１７名出席、更にJSCA会員入会予定
の方１名、計１８名もの出席を頂き、熱意と期待を感じ取ることができました。両サテライト会員そして道北千
田運営委員長・国松副委員長、道東岡田運営委員長・花田副委員長ご尽力頂き有り難うございました。

　昨年５月の支部総会に於いて、道北・道東会員の方々にも札幌の北海道支部と同じサービスをいくらかでも
授受すると共に、災害時の応急危険度判定等の活動拠点としての役目を担うサテライトを発足させることと
なった。支部役員会に於いて両サテライト運営委員会発足を規程に盛り込むことを承認。　両サテライトの世
話役となっていただける委員長・副委員長を選任することとなった。 道東は岡田支部幹事をそのまま運営委
員長に、そして釧路の花田さんは副委員長に推薦していただき選任。道北は支部役員不在のため該当会員
１０名の自薦他薦をお願いしましたが、一同に会する機会が少なかったこともあり、地元推薦は無し、そこで勤
務先事務所をサテライト事務所にしていただく事が必要であったため、事務所勤務の方で最年長の千田さん
に運営委員長、最も若い国松さんに副委員長をお願いして推薦し、承認していただきました。今振り返ると２/
１７のサテライト開きの後半、皆さんがそれぞれ顔と名前が一致してJSCAとして一体感が出てきた時に選任
すると、ものの２・３分で決まったのではないかと思えました。

　羽沢支部長より、別紙JSCA木原副会長の建築基準法・同士法改正の最新情報資料にて、今年６月２０日
施行の構造計算適合性判定機関・判定員関連制度や、構造設計一級建築士、確認申請の考え方の変更等
構造計算関連の法令改正、認定プログラム制度改正、そして残っている課題等JSCAを取り巻く情勢報告が
ありました。技術委員会関連はそれぞれ浅野目幹事と藤島委員長から、限界耐力計算法・振動解析等の研
究会活動内容と技術情報報告あり。吉岡前支部長・同実行委員長と西濱委員長より、支部２５周年記念行事
(H19.7.3後楽園ホテル於)・支部建築構造展(H19.10.18～20札幌地下街オーロラプラザ於)についてそれぞれ
説明報告。ポスターデザイン募集を全道の建築関係学校に発送等。小坂総務委員長から震災応急危険度判
定を主とした連絡網、支部賛助会員制度発足等、事務局の高田さんより会計処理等に関する説明がありまし
た。

続いて各サテライト運営委員長及び副委員長の挨拶のあと、自己紹介に入り、運営委員長・副委員長から意
見・情勢報告等を頂きました。道北では、千田運営委員長から札幌で催しがなされていても、なかなか地方の
会員は参加できない。今回稚内・北見からも参加頂く事ができた。今後この会を通じて親睦とJSCA発展に寄
与していきたい旨のお話あり。道東では岡田運営委員長から、札幌に行くには半日の勉強会でも１日がかり。
更新時講習を受けるにも大変であり、是非このような機会を利用して評価点のとれる講習会としていただきた
い。今後も横の連絡をとり、お互い顔の見える会になればと思っている旨のお話がありました。

各運営委員長の司会にてサテライト開きは進行していきました。羽沢支部長よりサテライト開設経緯として、
本部の台所事情の関係上一律支部交付金が10%減額となった時、北海道は広く同じ会員でありながらサービ
スを受ける機会が少ない。時間軸で考えると札幌ー釧路間は東京ー広島間に匹敵する等の支部要請が聞き
入れられ、北海道は１支部から３支部分の交付金(８万円増)を頂けることとなった。但し災害発生時のJSCA
活動拠点・他地区の応援拠点となる事を条件としている。支部正会員１２０名、この１年間で１０数名増えた。
JSCAだけでは成果が上がらなく、広く他団体にも提携を深め、技術的・専門的な情報を得たい。支部賛助会
員制度が認められ、現在１６社入会している。サテライトでも会員を増やして頂きたい。JSCAは専門領域の拡
大・貢献により、社会に認めてもらい業務報酬の拡大へ。我々の職域は一般市民に浸透していなかったが、
一昨年の構造計算書偽装問題では全面的に行政に協力し、最終消費者の心配を取り除くことに努力してきた
結果、認知と信頼につながっている。マスコミの信頼も厚く、検証はJSCAでなければだめとの話も。約２５０件
の相談にのった。現在レビュー委員会は窓口を閉じている。設計条件が合致しているかどうか等、本来のレ
ビュー委員会として再会を待っているがアフターで手一杯であり、まだその状況になっていない等。支部２５周
年の節目に「JSCA北海道支部２５周年記念式典」を開催。広く各団体に呼びかけていく。秋にも引き続き「構
造展IN北海道」を一般市民、建築技術者、学生を対象に開催していく等の挨拶がありました。

座談会に入りまして特に建築士法第１８条について議論がありました。設計要請者・クライアント等への説明
責任が課せられていることについて、我々はもっとそれを知り防御体制を整えていかなければならない。確認
申請等今までは設計者のみで構造設計者は表に名前が出ることがあまり無く、そのため金銭的に訴えるられ
る事が少なかった。発注者と接する機会が無く厳しさが伝わってこない面があった。裁判があっても管理建築
士が処分された。今後は構造に関するものは、構造設計者が処罰される。訴訟社会のアメリカでは設計料の
１/３が弁護士費用・保険料で消える。日本式の性善説を良しとした考えは通用しない。設計に起因する内容
は全て事前に説明し、了解を書面でとっておくことが求められてくる。常にどうガードしていくかを考えておく必
要あり。一般消費者は構造は知らなかったが、偽装事件があってから興味を持ち始めた。１８条がらみは的
確に説明すべきである。クライアントに対する背任行為とならないために、クライアントに正確に伝える。そして
結論を出す。その記録を残しておく。我々は機会を作って自分の技術レベルを向上させていかなければなら
ない等。





して構造を目指す若い人達がくじけないよう努力してほしい」と祝辞を述べました。 

 
 

 北海道建築技術協会の荒谷登会長の祝杯で祝賀会が始まり会員によるバンド演奏(構造屋とは

思えぬすばらしい演奏でした。後ほど紹介します。)10 月開催の構造展説明及び構造展ポスター

公募作品の紹介と表彰式などで盛り上りました。 
 最後に名誉会員で初代支部長の弦巻靖氏に閉会の挨拶をしていただき閉会となりました。 

  

  
 

構造展ポスターづくりの苦労ばなし 
記念事業実行委員長  吉岡尊志 
 

本年、JSCA 北海道支部設立 25 周年を迎えました。その準備のため昨年末に事業委員会を立ち

上げ、10 名程の会員仲間と知合いのイベント屋さんとでキックオフです。最初に手がけたのがポ

スターづくりです。プロに頼まないで“デザイン公募しよう“と決め、イベント屋さんの知恵を

借りながら道内の建築・デザイン関連の学生さんに募集を呼びかけました。手分けし高校、専門

学校、大学合わせて 35 校にお願いに伺いました。果たして「建築構造展ｉｎ北海道 2007」の趣

旨を理解してもらえるだろうか、採用できるような作品が出てくるだろうか、もし期日までに公

募がなかったらどうしよう・・・など不安もありました。せめて、最優秀作品の賞金だけはケチ

らないでドンと 10 万円としました。締め切り 2～3 日前に事務局に届いたのはわずか 3 作品でし

た。ところが締め切り日にはなんと 36 作品が集まり、皆でホッとしました。次は、その審査です。

ある大学のデザインの先生から「審査員はどんなメンバー？なの」と聞かれ、一瞬「全員構造屋



です」と言いづらく「今検討中です」と答え早速、日本建築家協会の圓山支部長に審査委員長を

お願いしました。 
審査委員 7 名で審査に入りました。2 回の投票で 4 作品に絞込み各委員の意見を聞きながら最

終選考の結果、ほぼ満票で北海道東海大学大学院生、吉田桃子さんの作品が最優秀賞に輝き、他

3作品が優秀賞に決まりました。７月 3日の記念式典で若くて素適な吉田さんへの表彰式を行い、

祝賀会に花を添えていただきました。 
まもなくＰＲ用の立派なポスターが出来上がります。現在 10 月の構造展に向け、準備に入りま

したが大変な仕事です。会員の皆さん、ご協力を宜しくお願いします。 
 

  
 

 
JSCA バンドのお話 

浅野目 和博 
ＪＳＣＡ北海道支部設立 25 周年おめでとうございます。 
記念式典が盛況に終わり、準備された実行委員の皆様、本当にお疲れ様でした。当日にお耳汚

しをしたバンド演奏について、メンバーを代表して裏話を含めて報告したいと思います。 
最初にメンバーの紹介。 
・渡辺宏さん（旭化成建材：Vo. Guit.）・島田博志さん（大成建設：Ｐiano. Bass.）・宮城正

弘さん（伊藤組土建：Piano. Dｒ.）・浅野目和博（海老名構造：Guit. Bass.）の 4 名です。 
最初に吉岡実行委員長さんから演奏打診を受けたのは、5 月中旬に行われた支部総会の少し前

の時期だったと思います。同時期に宮城さんにも打診されており数日後に２人で軽い打ち合わせ

を行いました。ＢＧＭ的な物かと思いきや、きちんとした演奏コーナーと言う事とご来賓も参加

というプレュシャーを日が過ぎる度に段々と感じました。最悪の場合は 2 人だけで大丈夫だろう

か？その場合にはドラムなどのバック楽器を打ち込みカラオケにしてとか考えましたが 2 人でス

タジオ練習した結果、やはり数人でのメンバー構成じゃないと寂しくて絵にならないと結論。他

メンバーを探すことにしましたが、出来れば JSCA 会員・賛助会員でメンバー構成をと依頼され

ておりましたので、会員の趣味までは分からない状況が第一の悩み所でありました。 
支部総会時の懇親会にてピアノを弾かれると話された島田さん（4 月に転勤したてで懇親会初

参加）以前からフォーク活動されているのを知っていた渡辺さんのお二人に連絡をし、快く参加

の返事を頂きこれで 4 人となり安心いたしました。4 人の 1 回目の顔合わせは、5 月末に渡辺さ

んの紹介で楽器も弾ける居酒屋にて一杯やりながら（これが大事です！）演奏の位置付けなどを

説明するとともに、各自の得意楽器をパラパラ演奏して大よその「これは いける！」という感

触を得て終えました。選曲については客層が 40～50 歳代中心と思われるので、皆さんの知って

いる曲を第一条件としましてメンバーに候補曲を出して頂き、絞った曲を数日後にメールで連絡

し 6／13 に音楽スタジオにて本格練習に入りました。曲は 2 人時代に一度合わせた「枯葉」とＶ

o.の渡辺さんの持ち歌から「大きな古時計」を決定。（その後の最終練習でビートルズの 1 曲も合

わせましたが、出来の悪さに却下となりました）その練習後に近場の居酒屋にて閉店時刻までメ

ンバー交流いたしました。（これが大事です） 



  

  
演奏曲の「枯葉」については島田さんのジャズセンスでピアノ担当に満場一致。自分と宮城さ

んは専門外のベースとドラムへ回り、発表直前に渡辺さんもギターで参加。「大きな古時計」は渡

辺さんのＶｏ＆ギターに宮城さんのピアノと決定。島田さんが専門外のベースへと回り、イント

ロと間奏にビートルズのレットイットビーを混ぜるというメンバーのアイデアを隠し味としまし

た。（その場ですぐやれるメンバーの技量に敬服です）本当はもう 1 名メンバーが居れば楽な編成

になったのですが、結果的にうまくやりくり出来たのはないかと思います。 
おおよそ形になって来たので、あと 1 回の練習で大丈夫じゃない？の意見で本番 1 週前の 6／

27 に例の音楽居酒屋にて 2 回目の最終練習を行いました。当初から吉岡さんよりイロモノ（良い

意味で）で行って欲しいと依頼されており、背広姿じゃ確かに面白みに欠けると意図を理解しメ

ンバーに笑いを取れる衣装を提案。ただし当日の祝賀会の雰囲気予想がなかなか出来ず、どこま

でが失礼に当たらないかは相当悩みました 
 当日は、祝賀会リハーサルのピリピリした雰囲気とご来賓挨拶の厳粛とした空気に、「これはま

ずいかな？」と気持ちがぐら付きましたが、腹をくくって私がヘルメット・安全ベスト姿決行の

最終決断をいたしました。ご批判は有るかと思いますが、全て私の決断の結果です。他のメンバ

ーに責任はありませんのでご理解下さい。この衣装は登場した時点で皆さんの興味を引き、多少

の演奏ミスも視覚的にカバー出来るのでは？と言う意図と、演奏側もこれにより自我を捨てられ

てアガリ防止という効果も狙える実は高度な作戦なのです。 
祝杯の後は、演奏が控えているので緊張してせっかくの料理にも手が出ず、幾人から挨拶を受

けましたが心ここに有らず。個人的に「枯葉」（アドリブだらけ）はエンディングに向かうタイミ

ングが分からず、リハ後に終わりを知らせるフレーズを島田さんに急遽頼んだりと自転車操業状

態でありましたが、「大きな古時計」含めほぼ練習通りの演奏が披露できたのではないかと思いま

す。 
ご来賓席の視線が痛かった緊張の演奏でありましたが、皆さんの盛大なる拍手を頂いた時は本

当に嬉しかったです。が、席に戻るとデザートのアイスが出ていたので「もう終わり？」とアッ

と言う間の 2 時間でした。演奏を提案された吉岡さんには心配をお掛けして練習の視察に足を運

ばれた事と、演奏の状況不明なまま当日を迎えた実行委員会の皆様には多大なる不安を与えたこ

とをお許し下さい。翌日の 7／4 に器材返却兼ねて音楽居酒屋でメンバーの打ち上げを行いました。

今後定期的に集まろうかと意見が出ていますので、我こそはと思われる方はぜひ参加下さい。 
 最後に練習場所と器材レンタルに協力頂いた居酒屋「生音（キネ）」（月寒中央）に感謝して、

バンド演奏の裏話を終えたいと思います。 
 


